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研究成果の概要（和文）：コンタクトスポーツにおけるボディコンタクトの継続性やその耐性な

ど、コンタクトフィットネスの捉え方に着目し、現場で有用な複合的体力測定法を研究するこ

とを目的とした。ラグビー競技とハンドボール競技について、間欠的な筋力発揮（タックルや

サンドバッグの持ち運びなど）が間欠的な無気的パワー発揮ならびに有気的パワーに及ぼす影

響を検討した。ラグビー競技における専門的・複合的体力測定法では、その測定値が高い選手

ほど有気的パワーに優れ、また間欠的な無気的走パワー低下率が少ない選手ほど総合的筋力に

優れていた。一方、汎用性のある 20mシャトルスプリントテストや yo-yo testを用いた測定法

では、間欠的な筋力発揮の影響は見られたものの筋力レベルの影響についてはみられず、検討

の余地を残した。 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to make the method of measurement 

and evaluation of contact fitness on the ball games. The effect of intermittent strength 

exertion (for example, tackle, moving the sand bag and so on) on the intermittent sprint 

was examined on the rugby football and handball players. On the Rugby Specific Technical 

Testing (RSTT), rugby forward players with high aerobic capacity got high score and 

players with high muscle strength were low decrease of intermittent sprint. The 

intermittent strength exertion on the intermittent shuttle sprint test (ISST) or yo-yo 

intermittent recovery test decreases the running distance, but it was not affected by 

strength level.  
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１．研究開始当初の背景 

スポーツ活動の多くは、無気的な高強度運
動となる主要な運動を長短の回復時間を挟
んで間欠的に発揮する特徴を持っている。ゲ
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ームの最後までこの高強度運動を発揮する
能力が必要であるが、ゲーム中での回復力や
持久力の個人差がゲーム最後のパフォーマ
ンス発揮に大きく影響することは周知の通
りである。その能力を測る方法として、我々
は無気的走パワーの間欠的発揮能力測定法
（ISST と命名：Intermittent shuttle sprint 
test）を開発し、この能力と有気的パワーと
の正の相関性の成果も確認できた。これは、
平成 13～16 年度の科研費として補助された
「フィールドにおける無気的走パワーの間
欠的発揮能力測定法開発に関する研究」の成
果である。 
しかし、フィールドで直面した課題は、コ

ンタクトスポーツにおける筋の大きなダメ
ージがあることで ISST の能力が反映されな
い点である。すなわち、コンタクトスポーツ
では相手プレーヤーとの接触中の高い筋力
発揮やカウンターでの大きな衝撃等による
筋のダメージが非常に大きくなると、ISST の
能力が高くても最終的な無気的パワーは大
きく低下する可能性があり、筋のダメージと
ISST 能力との関連性の検討が必要になった。
そして、平成 17～20 年度の科研費として補
助された「コンタクトスポーツにおける筋損
傷と無気的パワー・筋力の間欠的発揮能力と
の関係」の研究成果により、試合中の活動特
性が筋パワーや走パワーの間欠的発揮能力
に大きく影響することを示唆する結果を得
た。 
しかし、コンタクトフィットネスの重要性

を認識していながらも、その測定評価法が確
立されていない現状があった。 
 

２．研究の目的 

 本研究は、身体接触を多く伴う競技スポー
ツにおいて、そのボディコンタクトの継続性
やコンタクトに対する耐性など、いくつかの
コンタクトフィットネスの捉え方に着目し、
その測定評価法について検討することを目
的とした。 

 なお、本研究は体力の応用研究として、現
場に即した形の複合的体力測定法研究の一
つとして位置づけており、現場で有用な指標
となる可能性が高い。 

(1) ラグビー競技における複合的体力測定 

法の検討 
(2) 無気的走パワーの間欠的発揮能力測定 

法（ISST）における休息中の筋力発揮の 
影響 

(3) ISSTにおける休息中の筋力発揮の有無に 
よる生理学的影響 

(4) Yo-yo intermittent recovery test 中の筋 

力発揮の影響 

 

３．研究の方法 

(1) ラグビー競技のゲーム分析から得られた

代表的な動きを抽出し、それらの運動様
式をランダムに配置した速度漸増式多段
階運動負荷テスト（RSTT：Rugby Specific 
Technical Testing）を作成、その能力と
個人の体力特性との関連性を検討した。 

(2) 大学男子ハンドボール選手 13 名を対象
に、20m シャトルスプリント（往復 40m
スプリント）を 30 秒ごとに 8セット繰り
返し、インターバル中に 5kg のメディシ
ンボール投げを 2投する測定Ⅰと、測定
Ⅰに加えてインターバル中に 30kg のサ
ンドバッグを 5m 持ち運ぶ測定Ⅱを実施
し、個人の体力特性との関連性を検討し
た。 

(3) 上記測定Ⅰと測定Ⅱにおける心拍数と血
中乳酸の変化を測定し、個人の体力特性
との関連性を検討した。 

(4) 大学男子ハンドボール選手を対象に、
Yo-yo intermittent recovery test におい
て、測定Ⅰ：レベルⅡ、測定Ⅱ：レベル
Ⅱでの 20mシャトルランと 20m方向変
換走 2往復を交互、測定Ⅲ：レベルⅠで
のインターバル中に 30kg のサンドバッ
グを 5m 持ち運ぶ、測定Ⅳ：レベルⅠでの
20mシャトルランと 20m方向変換走 2

往復を交互とインターバル中に 30kg の
サンドバッグの 5m 持ち運ぶ、測定Ⅴ：レ
ベルⅡでの 20mシャトルランと 20m方
向変換走 2往復を交互とインターバル中
に 30kg のサンドバッグの 5m 持ち運ぶ測
定を実施し、個人の体力特性との関連性
を検討した。 

 
４．研究成果 
(1)ラグビーフォワード選手を対象にした複 
合的体力測定法としての RSTT における平 
均心拍数は 169.1±7.8 拍/分となり、推定 
心拍数の約 85％となった。RSTT 試行回数 
と 12 分間走との間に有意な正の相関関係 
(r=0.914, p<0.01)が見られたことから、 
本測定法はラグビーフォワード選手の有 
気的パワーの測定評価法として有用であ 
ることが示唆された。 
一方、RSTT に定期的に組み込んだ 10m 方 

向変換走の終末低下率から、総合的に筋力 
に優れる選手ほど RSTT での無気的走パワ 
ーの発揮能力低下を抑制する(r=-0.792,  
p<0.01)ことも示唆された。 

 



 

 

 
(2)ハンドボール選手を対象にした間欠的シ 
ャトルスプリントテスト（ISST）における 
インターバル中の筋力発揮により、測定Ⅰ 
と測定Ⅱのいずれにおいても間欠走での 
走パワー低下が大きくなり、筋力発揮なし 
の約 14％低下に対し筋力発揮ありの約 
25％の低下となった。しかし、いずれの測 
定においても有気的パワーと筋力のいず 
れにも優れる選手群が間欠走での走パワ 
ー低下は少なく、また筋力発揮の有無によ 
る差もみられなかった。 

  一方で、間欠走での走パワー低下率と有 
気的パワーとの相関係数は、筋力発揮の有 
無に拘わらず終末に有意な相関関係を示 
したのに対し、総合的筋力との間には何ら 
関係は見られなかったことから、本研究で 
の筋力的負荷が少なかった可能性が考え 
られた。 
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 図 12 分間走と筋力発揮の有無における 
   20ｍ往復走低下率との相関係数変化 
 
(3)上記同様の測定中に心拍数を継続的に測 
定、血中乳酸を走行直前と走行後 2分ごと 
に 5回測定したところ、心拍数と血中乳酸 
いずれも筋力発揮の有無の影響は見られ 
なかった。 
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 図 筋力発揮の有（測定Ⅱ）無（測定Ⅰ） 
   と走行後の血中乳酸濃度変化 
 
(4)yo-yo intermittent recovery test 中で 
の様々な筋力的負荷や走りの組み合わせ 
を方法欄に記載のように実施した結果、す 
べての方法での走行距離と有気的パワー 
との間に正の有意な相関関係がみられた。 
これらのことは、筋力発揮の有無に拘わら 
ず、これらの測定法での遂行能力には有気 
的パワーの貢献が大きいことを示唆して 
いる。 
ところで、測定Ⅰと測定Ⅱの違いは 20m 

シャトルラン（40m 往復走）を 20 方向変換 
走 2往復に交互に変えたわけであるが、遂 
行能力である総走行距離がほぼ半減し大 
きな低下となった。方向変換を多く含むこ 
とによる力型パワー発揮の影響が考えら 
れた。また、測定Ⅲと測定Ⅳの違いは yo-yo 
レベルを下げたレベルⅠでの筋力発揮と 
筋力発揮＋20m 方向変換走 2往復の違いで 
あるが、筋力発揮を入れただけでレベルⅡ 
よりも総走行距離は大きく低下し、方向変 
換走の追加によりさらに低下した。測定Ⅴ 
では測定ⅣをレベルⅡで実施たため、さら 
に大きく低下した。しかし、いずれの測定 
においても筋力レ縁による影響は見られ 
なかった。 
汎用性のある測定評価法の作成には、さ 

らなる検討が必要となった。 
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表 RSTT と各項目との関係 

  12mins GMS 

GMS 0.296  1.000  

RSTT 0.914** 0.296  

DR 0.103  -0.792** 

LBM -0.663** 0.227  

N=12  *P<0.05  **P<0.01 

12mins;12 分間走 GMS;総合筋力 RSTT;RSTT 成

功試技回数  

DR;無気的走パワー発揮能力における終末低下率 

LBM;除脂肪体重 
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